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ま　え　が　き　Einleitun9

緑豊かな人間のまちをめざして

　植物の集まり，すなわち植生は，その環境と歴史を背景に，しっかりとした秩

序正しい社会一植物群落一を形づくってきました。

　そうして，我々人類もこれら植生によって生存と発展が誘導されてきたといえ

ましょう。ところが，今日，産業や，技術の急速な発展と無計画な生活基盤の拡

大により植物に対する人間の価値観が一変してしまいました。

　我々は，今こそ植物で代表される緑の自然を再認識し，入問のまち，藤沢の創

造に向い，緑豊かな，潤いのある街，緑に囲まれた健康な生活を私たちの手で実

現させていかなければならない大事なときであります。

　このため，私は，すでに10数年前から政策の大きな柱として，グリーン作戦に

取組む一方，横浜国立大学の宮脇昭先生にお願いし，藤沢市における植生図を手

にすることができました。

　これをもとに，緑の保全，復元，そして創造の諸施策を展開してまいりました。

ところがその後，13年を経過するなかで，ご案内のように首都圏の人口急増の時

代もあって，日本の社会，経済の構造が著しく変動し，土地利用の形態も大きく

変ってしまいました。そこで，藤沢市内の植生動態はどうなっているのか，緑の

復元や，保全をどのようにすべきかなど，もう一度見直す大事な時機となりまし

たので，一貫した立場における植生調査，診断の必要から再度，宮脇先生のお力

をお借りし，ここにお蔭様でこれらの調査診断がまとまることができました。今

後も，この貴誌な資料をもとに21世紀に向い，緑豊かな人間のまちの実現をめざ

し，諸施策をより一層強力に展開してまいる決意であります。

　読者におかれましても何とぞ深いご理解を賜わり，ご協力いただきますよう，

お願い申しあげます。

　本調査にあたり，献身的なご協力をいただきました宮脇昭先生はじめ，藤原一

計，村上浮立両氏や研究室の方々のご労苦に対し，深く感謝申しあげる次第であ

ります。

　昭和59年7月31日

／猟初表



                            PREFACE

     Toward the creation of a comfortable ci'ty £oec people
                    with abundant greenery

    Vegetation -a group of plants- forms a solid and orderly so-
ciety --a plant comnunity- according to the conditions of its sur-
roundings and his'torieal background. It may be said that the
existence and progress of human beings have been supported by

green vegetation. However, the rapid advancement ±n the fields
of industry and technoiogy, and random expansion of residential
areas have changed ousc view towards nature completely.
    It is high time that we truly realize the valueof natura!gre-
enelry and work towards the creation of eomfortable and healthy
city environment with abundant greenery. More than a. decade
ago, I took the initiative in starting a "GTeening Campaign" as
one of our important administrative policies. At the same time,
we also asked Professor Akira Miyawaki of Yokohama National Uni-
versity to prepare vegetation maps ･of Fujisawa Ciey.
    These vegetation maps have been the guideline of our activi'
ties of preservation) restoration and creation of greenery. In
the following thirteen years, however, the population of the me-
tropolitan area sharply increased. Stxuctural changes in the
society and economy took place. The form of land use planning
also greatly changed. Thus, we have been forced to review the
conditions of vegetatipn and of re-examine the activities of re-"
storation and preservation of nature in Fujisawa City. There'fore,
we' again asked Prof. Akira Miyawaki o£ Yokohama National Univetr
sity to investigate the present state of our vegetation, and to
update the survey report. This report has now been eompleted.
It is our determmation to promote vaxious actwites to create a･
comfortable city for the people in the 21th ･century with abundant

greenery. This valuable Survey report will serve as the £unda-･
mentai,guideline of futuye activities toward this goal. I appre-
ciate very much if you unde'rstand the significance of this pro-
ject and give your approval to our efforts. I would like to ex-
press my heartfelt gxatitude to Prof. Akira Miyawaki, Dr. .Kazue
Fujtwara and Yuhide Murakami and other members of the Yokohama
National University te'am who have devoted so much time to this
vegetation survey and the compilation of the survey report.

f!pm /Ypmrta7

     Shun Hayama
           i-                   'Mayor of Fujis,awa City
    31, July, 1984
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はじめにVorwort

　遠く太平洋に続く相模湾に醸した神奈川県のほぼ1・P央に位置している藤沢市は，県下はもとよ

り，日本全隣i的に見ても，もっとも住みよいすばらしい都市域とされている。緑の江の島，白砂

嵜松の湘南海岸沿いからさらに中央を横ぎる国道1号線，東海道本線をはさんで細長く綾瀬市に

接する内陸部の長後，葛原，用田などでは，まだまだ比較的，農家の屋敷林や複雑な土地利用に

象徴されるような田園景観が残されている。しかも，交通施設としては都市住宅域を東西に横ぎ

る馬道！号線，湘南のクロマツ林を横ぎる国道134単線，さらに東海道本線，藤沢市の境界域を

するどく北東から南西につきぬけている東海道：新幹線などが背から東西交通の要地，宿場町とし

ての藤沢市の現況を示している。南北には小田急電鉄江の島線，さらに道路では同様に主要地方

道藤沢町照線が市の東測を，同書に市のほぼ中央を主要地方道藤沢厚本線，さらに西側を漿道菖

蒲沢・戸塚線が発達している。丸子中山茅ケ崎線は藤沢市の西のはしをかすめている。このよう

に自然の立地条件とそれに対応した，さまざまな交通難施設の発達は一方では，市民の現在の生

活環境の向上，同時に入閏の集巾化，都市化を促進してきた。反面，湘南の自然環境と文化が共

存してきた江の島，白砂青松の湘南海辮から風道1号線以南の市街化地域はもとより，北部にお

いてもしだいに開発や入に1の流入などによって藤沢の都市の顔，自然の田園景観は変貌を強要さ

れてきている。

　藤沢市は1968，69年の西部開発域の計画の中に植生調査が我が園の都市開発で，はじめてとり

入れられた。引き続いて1971年には神奈川県はもとより全国でもきわめて率い時期に藤沢市全域

のまちがいのない市域の発展，そして市民の生存環境の基盤，地方の文化の母胎としての植生調

査がきめのこまかい現地調査を基礎にして行なわれている。ひきつづき現存植生図に対応して潜

在自然植生図や植生自然度図も作製された（宮脇・藤源・鈴木。原F日1971）。

　10年ひと背といわれる。藤沢市ではちょうど10年余を経た！983年度に葉山峻市長の，次の世代

のためにどのような緑の環境を残すべきか，さらに新しく必然的に行なわれる開発に際しては，

下水処理場からゴミ焼却場に至るまで，まわりによりよい本物の緑の環境を創造しようとする積

極的な姿勢と，みどり課をはじめとする市の強い緑の環境の保金と積極的な創造に対しての意欲，

それを支える議会，市民の共岡尻割として新しい植生生態学的な立場からの藤沢市域，金域の緑

のみなおし現地植生調査が提案され実施された。横浜市に接し，もっとも住みやすい藤沢市は必

然的に，10年余の間，すなわち1972年に入口238391人であったのが1984年2月1El現在で人口

318645人にふえている。その閲に江の島や湘南海岸はもとより藤沢市全域にわたって市当局の

意欲的な自然環境の保全や緑の創造に対する努力にもかかわらず，広域的には緑の消失域がじわ

じわとその爾積を広めている。反面，江の島の県立婦人総合センターのまわりや鵠沼の白百合学

園のまわり，さらに現在建設途上の国道1号線ぞいの藤沢市石名坂清掃センターや，東部下水処
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理場周辺にも，いわゆる単なる緑化でない本物の緑の環境創造が着笑に行なわれている。すなわ

ち，植生焦態学的な地道な現地植生調査を碁礎にした科学的な処方箋にしたがって21世紀に向っ

て確実に発展するであろう藤沢市民の緑の景観の三｝三役として，さらに環境保全，生きた環境変化

の警報装置，さらに防風林，災害に対するにげ道，にげ場所としての防災保全林として，本格的

な環境保金林の形成が今着実に行なわれはじめている。

　もちろん現在までの急速な湘二1圧，都市化圧に比較すれば，まだまだ緑の環境創造の実例は藤

沢市においても相対的には，きわめて限られている。しかし，藤沢市役所の新庁舎のまわりの緑

でも象徴されるように，たとえ面積はせまくても，例えば芝生の30倍の緑の表面積のある藤沢市

本来の素肌の緑ともいうべき潜在自然植生の心木による冬も緑の一匹広葉樹林による環境劔造，

すなわち照葉樹林によって藤沢市の新しい施設やさらに住宅，交通，産業施設も積極的にとりま

こうとする意欲が着実に実を結びはじめている。

　本報は13年間の藤沢市の都市の発展に伴なう植生の変化を，肩越の植生調査を基礎にしてまと

められたものである。新しい都市の発展の枠組みの中で子孫の代まで含めたいわば30万人市民の

遺伝子プール（gene　pool）としての心と身体をまもる基盤として，都市環境の保全・創造に対

する植生学的な提案を行なうための基礎調査結果である。藤沢市域金倉の植生調査資料を基本に

しながら，さらに13年まえの植生調査結果との比較，同時に藤沢市をとりかこむ隣接市，町の鎌

倉市，横浜市，茅ケ崎市，寒川町，海老名市，綾瀬市，大和市などの周辺市域の植生との対応も

比較しながら今後，5年，10年，30年，50年の将来にむかって，とくにあと10数年で訪れてくる

21世紀に残せる本格的な市民のいのちの基盤，地方の文化の母胎としての生きた構築材料による

積極的な生存基盤の保証が望まれる。このような21世紀の森を，文化の基盤を，生存の場を創造

するための科学的な生きた資料として直江が市当局はもとより行政，企業そして30万市民のひと

りひとりの家庭や職場において，あすのための環境創造の科学的な処方箋として着実に利用して

載くことを強く期待したい。

　なお，r今後さらに藤沢市の発展，必然的な人口増加にともない，どれほどおさえても緑の表情

は，やはりプラスとマイナスの両面で変化を強要されることを完全に停止することは不町能であ

ろう。したがって1971年から1984年までの10余年間の植生変化の過程あるいは現状と比較しなが

ら，あすに向ってのまちがいのない生きている市民の生存・生活環境の形成に具体的に本報を利

用して載くことを璽ねて強調したい。同時にこのような科学的な処方箋にしたがって形成される

藤沢市の市民の森や，生きた緑の環境創造の実例が神奈川県下はもとより首都圏さらに日本，世

界の未来の都市のあり方を示す生きた標本として評価されるように期待したい。

　藤沢市の緑の環境創造のための科学的な新しい処方箋の必要性を正しく認識され，このような

調査研究を依頼された葉山峻藤沢市長の先児性に敬意を表したい。岡山にきめの細かい現地調査

に協力載いた武部季之みどり課長をはじめ市当局，市民の砦様の御援助に感謝したい。


